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　狩
か

野
のう

派
は

は、室町時代中期から明治時代初期まで続いた、日本絵画における代表的な流
派の一つです。江戸幕府の御

ご

用
よう

絵
え

師
し

のなかでも、将軍への直
じき

じきのお目見えがかなう、最
も高い身分を奥

おく

絵
え

師
し

といいますが、その筆頭を務め、画壇の中心的な役割を担ったのが、
木
こ

挽
びき

町
ちょう

狩野家です。
　歴代当主は、江戸城内の障壁画や贈答用絵画の制作、古画の鑑定、将軍家の子女への
絵画教育などに加え、屋敷内に画

え

所
どころ

を設け、全国から5、60人もの弟子（門人）たちを集
めて教育するなど、画壇において絶大な権威を誇りました。またその立場を最大限利用
して、全国の諸大名や社寺が所有する古画・名画を取り寄せ、模写に励み、膨大な絵画情
報を集積していたことが知られています。
　東京国立博物館（以下、当館）には、この木挽町狩野家に伝来した5000件近い模本
や下絵が収蔵されており、なかには、すでに原本が失われてしまった貴重な模本もあ
ります。また、鑑定の際の所感を記したメモや、生き生きとした自由な筆線が残されて
いて、当時の絵師の息遣いを知ることのできる絶好の資料となっています。本特集では、
この膨大な木挽町狩野家伝来資料の一部を、「記録と学習」というキーワードからご紹介
いたします。本

ほん

画
が

とは異なる、模本や下絵ならではの魅力を発見いただければ幸いです。

Lasting from the 15th to 19th century, 
the Kanō school produced generation 
after generation of talented artists, 
eventually becoming one of history’s 
most celebrated schools of Japanese 
painting. During the military rule 
of the Tokugawa shogunate (1603–
1868), the Kobikichō branch of the 
Kanō school at tained the highest 
rank available to artists and played a 
central role in shaping the art world of 
its time. Using works in the Museum’s 
collection, this exhibition explores 
the signif icance of the Kobikichō 
Kanō studio’s commissions, teaching 
activities, and copied materials.
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京
都
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
狩
野
派
で
し
た
が
、元
和
三
年
（
一
六
一
七
）、探た
ん

幽ゆ
う
が
江
戸
幕
府
に
召
さ
れ
、

そ
の
後
、
弟
の
尚な

お

信の
ぶ
と
安や
す

信の
ぶ
も
召
喚
さ
れ
た
の
を
機
に
、
活
躍
の
場
を
江
戸
へ
と
移
し
ま
す
（
巻
末
系
図
参
照
）。

三
人
は
幕
府
の
画
事
を
担
う
御
用
絵
師
に
任
ぜ
ら
れ
、
旗
本
に
匹
敵
す
る
奥
絵
師
の
身
分
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
尚
信
に
連
な
る
の
が
木
挽
町
狩
野
家
で
す
。
探
幽
亡
き
後
、
二
代
常つ

ね

信の
ぶ
は
、
幕
府
や
宮
廷
の
信

頼
を
集
め
ま
し
た
。
四
代
古ひ

さ

信の
ぶ
は
八
代
将
軍
徳と
く

川が
わ

吉よ
し

宗む
ね
に
重
用
さ
れ
ま
す
。
六
代
典み
ち

信の
ぶ
は
十
代
将
軍
家い
え

治は
る
や
田た

沼ぬ
ま

意お
き

次つ
ぐ
に
寵ち
ょ
う

愛あ
い
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
拝
領
し
て
い
た
竹た
け

川か
わ

町ち
ょ
う

の
屋
敷
に
加
え
、
木
挽
町
（
現
在
の
東
京
都
中
央
区

銀
座
五
丁
目
付
近
）
の
田
沼
邸
の
隣
に
も
新
た
な
屋
敷
を
拝
領
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
木
挽
町
狩
野
家
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
降
、
隆
盛
を
き
わ
め
ま
し
た
。⑤「山市晴嵐（大）」模者不明（制作時期不明）

　 原本：旧蔵・現所蔵不明
⑥「遠浦帰帆（大）」常信模（正徳2年〈1712〉2月）
　 原本：旧蔵不明（現、京都国立博物館蔵）

③「遠寺晩鐘（小）」古信模（享保14年〈1729〉5月）
　 原本：肥前松浦家旧蔵（現所蔵不明）

吉宗による修正線 奥書部分

巻頭部分

④「遠寺晩鐘（大）」古信模（享保14年7月）
　 原本：紀州徳川家旧蔵（現、東京・畠山記念館蔵）

②「漁村夕照（大）」古信模（享保13年7月）
　 原本：伊予西条松平家旧蔵（現、東京・根津美術館蔵）

⑦「遠浦帰帆（小）」常信模（貞享元年〈1684〉9月）
　 原本：幕府旧蔵（現所蔵不明）

⑧「瀟湘夜雨（小）」常信模（寛文9年〈1669〉7月）
　 原本：土方家旧蔵（現、個人蔵）

⑨「洞庭秋月（小）」常信模（貞享元年9月）
　 原本：古河土井家旧蔵（現、愛知・徳川美術館蔵）

⑩「平沙落雁（小）」常信模（貞享元年9月）
　 原本：幕府旧蔵（現所蔵不明）

⑪「江天暮雪（小）」常信模（元禄4年〈1691〉3月）
　 原本：紀州徳川家旧蔵（現、京都・鹿苑寺蔵）

⑫「瀟湘夜雨（小）」常信模（元禄5年〈1692〉1月）
　 原本：土方家旧蔵（現、個人蔵）

部分

木
挽
町
狩
野
家
の

は
じ
ま
り
と
奥
絵
師
の
御
用

①「平沙落雁（大）」古信模（享保13年〈1728〉9月）
　 原本：津山松平家旧蔵（現、東京・出光美術館蔵） 2 

瀟し
ょ
う

湘し
ょ
う

八は
っ

景け
い

図ず
（
模
本
）

　﹁
瀟
湘
八
景
﹂
は
中
国
江
南
地
方
、
洞ど

う

庭て
い

湖こ

と
湘し

ょ
う

江こ
う

周
辺
の
八
つ
の
景
勝
（
山さ

ん

市し

晴せ
い

嵐ら
ん

、
遠え

ん

︿
煙
﹀
寺じ

晩ば
ん

鐘し
ょ
う

、
漁ぎ

ょ

村そ
ん

夕せ
き

照し
ょ
う

、
遠え

ん

浦ぽ

帰き

帆は
ん

、
瀟し

ょ
う

湘し
ょ
う

夜や

雨う

、
洞ど

う

庭て
い

秋し
ゅ
う

月げ
つ

、
平へ

い

沙さ

落ら
く

雁が
ん

、
江こ

う

天て
ん

暮ぼ

雪せ
つ

）の
こ
と
。
原
本
の
牧も

っ

谿け
い

筆
﹁
瀟
湘
八
景
図
﹂

は
、
多
彩
な
水
墨
技
法
を
駆
使
し
て
湿
潤
な

空
気
や
光
の
明
暗
を
巧
み
に
描
い
た
名
品
で

す
。
日
本
に
は
画
面
の
大
小
が
異
な
る
巻
物
が

二
セ
ッ
ト
（
計
十
六
図
）
入
っ
て
き
て
い
た
よ

う
で
、
室
町
幕
府
三
代
将
軍
足あ

し

利か
が

義よ
し

満み
つ

所
有

後
、
分
断
さ
れ
て
掛
幅
に
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
模
本
は
、
常
信
と
古
信
が
、
幕
命
に
よ

り
、
各
軸
を
所
有
者
か
ら
借
り
受
け
、
そ
の
つ

ど
写
し
た
も
の
で
す
。
常
信
は
六
図
、
古
信
は

四
図
模
写
し
て
い
ま
す
。
原
寸
大
で
、
所
有

者
情
報
や
寸
法
、
表
装
の
裂き

れ

の
文
様
や
付
属

品
に
つ
い
て
も
、
詳
細
に
記
し
て
い
ま
す
。

1 

四し

季き

山さ
ん

水す
い

図ず

巻か
ん（
山さ

ん

水す
い

長ち
ょ
う

巻か
ん

）（
模
本
）

　
原
本
は
、
十
六
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
長
大
な

画
面
に
、
四
季
の
移
ろ
い
や
人
び
と
の
営
み
、

山
水
の
景
観
な
ど
を
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
い

た
雪せ

っ

舟し
ゅ
う

の
代
表
作
。
江
戸
時
代
に
山
水
画
の
規

範
と
さ
れ
、
明
治
時
代
に
入
る
と
岡お

か

倉く
ら

天て
ん

心し
ん

ら

に
よ
り
、
雪
舟
の
最
高
傑
作
と
称
え
ら
れ
ま
し

た
。
吉
宗
は
、
所
有
者
の
萩は

ぎ

毛も
う

利り

家
に
命
じ
て

享
保
十
年
（
一
七
二
五
）、﹁
山
水
長
巻
﹂
を
江

戸
へ
運
ば
せ
、
熟
覧
し
ま
す
。
そ
の
際
、
古
信

に
模
写
さ
せ
た
の
が
本
図
で
す
。

　
吉
宗
は
将
軍
就
任
後
、
全
国
の
大
名
ら
に
、

所
有
す
る
古
画
・
名
画
を
閲
覧
に
供
す
る
よ
う

号
令
を
か
け
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
模
写
を
契
機

に
、
古
信
は
吉
宗
に
重
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

3	

有ゆ
う

徳と
く

院い
ん

吉よ
し

宗む
ね

加か

筆ひ
つ

鷹た
か

画が

草そ
う

稿こ
う

　
吉
宗
は
幼
少
よ
り
鷹
を
好
み
、
古
信
を
鷹
狩
な
ど
に
随
行

さ
せ
て
多
く
の
鷹
図
を
描
か
せ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
自
ら
筆

を
ふ
る
っ
て
、
古
信
画
の
上
に
墨
線
で
描
き
直
し
線
を
加
え
て

い
ま
す
。 　
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コ
ラ
ム

︱
❷

木
挽
町
画
所
で
の
門
人
教
育

　

明
治
時
代
の
日
本
画
を
牽
引
し
た
狩
野
芳ほ
う

崖が
い

や
橋は
し

本も
と

雅が

邦ほ
う

も
木
挽
町
画
所
の

出
身
で
す
。
雅
邦
の
述
懐
に
よ
る
と
、
当
時
か
ら
模
本
は
大
切
に
扱
わ
れ
て
い
て
、

長
老
格
の
弟
子
が
貸
し
出
し
を
厳
重
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
点
検
と
修
繕
も
定
期
的
に

行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
各
自
が
練
習
で
描
き
た
め
た
模
本
の
写
し

は
郷
里
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
新
た
な
手
本
と
し
て
子
弟
の
教
育
に
用
い

ら
れ
ま
し
た
。
画
所
は
い
わ
ば
、
当
時
の
ア
カ
デ
ミ
ー
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い

え
ま
す
。

コ
ラ
ム

︱
❶

伝
禅
月
筆
「
羅
漢
図
」の
世
代
を
超
え
た
模
写

　

禅ぜ
ん

月げ
つ

大た
い

師し

貫か
ん

休き
ゅ
う

は
、
中
国
の
五
代
の
蜀し
ょ
く

で
活
躍
し
た
画
僧
で
、
怪
異
な
風
貌
と
豪
放
な

筆
致
が
特
徴
の
羅
漢
図
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
伝
禅
月
筆
の
羅
漢
図
は
複
数
セ
ッ
ト
が
存

在
し
、
鑑
定
の
際
に
混
乱
が
生
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。
当
館
所
蔵
の
模
本
の
も
と
と
な
っ
た

十
六
幅
対
は
、
江
戸
時
代
に
は
、
三
幅
対
な
ど
に
仕
立
て
直
さ
れ
、
諸
家
に
分
蔵
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
木
挽
町
狩
野
家
は
、
安
永
十
年
（
一
七
八
一
）、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）、
文
政
十

年
（
一
八
二
七
）
な
ど
に
、
鑑
定
と
模
写
を
繰
り
返
し
、
世
代
を
超
え
て
十
五
図
ま
で
図
様
を

集
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
鑑
定
、
記
録
、
学
習
、
鑑
定
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
示
す

好
例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
幕
命
に
よ
る
作
画
活
動
の
ほ
か
に
、
奥
絵
師
の
重
要
な
仕
事
だ
っ
た
の
は
教
育
と
鑑
定
で
す
。
歴
代
当
主
は
そ

の
膨
大
な
画
事
を
一
人
で
請
け
負
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
木
挽
町
狩
野
家
の
屋
敷
に
は
、
組

織
的
制
作
と
門
人
育
成
の
た
め
の
画
所
が
設
立
さ
れ
、
そ
こ
で
は
模
写
を
通
じ
た
画
技
習
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
将
軍
や
各
大
名
が
所
有
し
た
り
贈
答
に
用
い
た
り
す
る
名
画
に
は
、
品
質
保
証
と
し
て
、
奥

絵
師
の
鑑
定
書
で
あ
る
添そ

え

状じ
ょ
う

が
不
可
欠
で
し
た
。
鑑
定
を
円
滑
に
行
な
う
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
画
家

や
画
題
の
作
品
に
触
れ
、
自
分
の
な
か
に
鑑
定
の
物
差
し
を
も
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
こ
で
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
の
も
模
写
で
す
。
鑑
定
記
録
と
し
て
の
模
写
は
、
ま
た
次
の
鑑
定
へ
活い

か
さ
れ
、
結
果
と
し
て
木

挽
町
狩
野
家
に
は
大
量
の
絵
画
情
報
が
集
積
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
記
録
と
学
習
に
用
い
ら
れ
た
模
写
の
数
々

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
日
本
に
お
い
て
珍
重
さ
れ
て
い
た
中
国
の
名
画
を

模
写
し
、
画
帖
に
仕
立
て
た
も
の
。
全
四
帖
の
う
ち
、
第
三
帖
ま

で
に
探
幽
、
安
信
、
常
信
、
周ち

か

信の
ぶ

、
古
信
、
惟こ

れ

信の
ぶ

の
六
名
の
模
写
が
、

第
四
帖
に
榮な

が

信の
ぶ

、
第
一
帖
の
裏
面
に
養お

さ

信の
ぶ

が
写
し
た
分
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
掲
載
の
図
は
、
梁り

ょ
う

楷か
い

筆
﹁
鷺さ

ぎ

図ず

﹂（
静
岡
・
M
O
A

美
術
館
蔵
）
を
探
幽
と
常
信
が
そ
れ
ぞ
れ
模
写
し
た
も
の
で
す
。

「名
な

の一
いち

字
じ

拝
はい

領
りょう

」 28～30歳（大学院博士課程修了相当、指導免許取得）
師匠の名から一字をもらい受け修行終了。
郷里に帰り、狩野派絵師として指導する資格を得る。

「別
べつ

号
ごう

の一
いち

字
じ

拝
はい

領
りょう

」 25、6歳（大学院修士課程修了相当）
師匠の別号から一字をもらい受ける。
手伝いに伴い、一人前の賃金が出る。

「一
いち

枚
まい

モノ」・「彩
さい

色
しき

手
て

伝
つだ

い」 18歳頃（大学相当）
師匠の彩色の手伝いに参加。
食事代や多少の賃金が出るようになる。

「一
いち

枚
まい

モノ」 16、7歳から（高校相当）
常信の人物図や雪舟の一幅物など名画を写す。
彩色画の練習も開始する。

「御
お

かし画
え

本
ほん

」 14、5歳（中学校相当）
常信筆山水人物図60枚（全5巻）や花鳥図12枚を写す。

「三
さん

巻
かん

物
もの

」 （小学校高学年相当）
初学者向けの花鳥山水人物36枚（全3巻）を写す。

初
しょ

学
がく

者
しゃ

7、8歳（小学校低学年相当）
簡単な形の瓜や茄子などを練習する。

図
様
（
模
写
制
作
者
）

 

模
写
時
期

原
本
旧
蔵

原
本
現
所
蔵
者

1

第
五
尊
者
（
橋
本
典
邦
）

安
永
十
年
四
月

松
平
小
十
郎
（
定
胤
か
）

東
京
・
根
津
美
術
館

第
七
尊
者
（
竹
沢
惟
房
）【
№
8
】

東
京
国
立
博
物
館
か

第
八
尊
者
（
竹
沢
惟
房
）

不
明

2

第
九
尊
者
（
橋
本
典
邦
）

十
八
世
紀
末
か

松
平
友
盛
（
狩
野
岑
信
）

そ
の
後
、
幕
府

不
明

第
十
五
尊
者
（
橋
本
典
邦
）

第
十
六
尊
者
（
竹
沢
惟
房
）

3

不
明
（
竹
沢
惟
房
）

寛
政
六
年
十
一
月

雲
州
（
松
平
不
昧
か
）

大
阪
・
藤
田
美
術
館

第
四
尊
者
（
小
太
郎
義
文
）

第
十
三
尊
者
（
榮
信
）【
№
９
】

4

第
三
尊
者
（
早
瀬
圓
筑
）

享
和
三
年
八
月

不
明

東
京
・
出
光
美
術
館

第
十
三
尊
者
（
不
明
）

第
十
四
尊
者
（
石
川
惟
友
）

5

第
十
二
尊
者
（
養
信
）【
№
10
】

文
政
十
年
七
月

伊
予
松
平
家
家
老

九
州
国
立
博
物
館

6

第
二
尊
者
（
不
明
）

不
明

不
明

東
京
・

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館

第
六
尊
者
（
不
明
）

鑑
定
と
模
写

8	

羅
漢
図
　
第
七
尊
者（
模
本
）

10 

羅
漢
図
　
第
十
二
尊
者（
模
本
）

9	

羅
漢
図
　
第
十
三
尊
者（
模
本
）

4	

唐か
ら

画え

手て

鑑か
が
み 

第
二
帖

参考文献：橋本雅邦「木挽町画所」（『国華』第 3号、1889年12月）木挽町画所の修学過程

13	

観か
ん

音の
ん

経き
ょ
う

絵え
（
模
本
） 

初
公
開

　﹁
観
音
経
絵
﹂
は
﹃
妙み

ょ
う

法ほ
う

蓮れ
ん

華げ

経き
ょ
う

﹄
第
二
十
五
﹁
観か

ん

世ぜ

音お
ん

菩ぼ

薩さ
つ

普ふ

門も
ん

品ぼ
ん

﹂（﹁
観
音
経
﹂）
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
、
養
信
が
父
・
榮
信

追
善
の
た
め
に
制
作
し
ま
し
た
。
図
の
典
拠
は
不
明
で
す
が
、
中

国
宋そ

う

元げ
ん

画
の
影
響
が
見
ら
れ
、
巻
末
に
は
跋ば

つ

文ぶ
ん

と
門
人
名
が
続
き

ま
す
。
榮
信
の
一
周
忌
に
菩
提
寺
の
池い

け

上が
み

本ほ
ん

門も
ん

寺じ

（
東
京
）に
奉

納
さ
れ
ま
し
た
が
、
東
京
大
空
襲
で
焼
失
し
ま
し
た
。
本
図
は
養

信
の
弟
た
ち
が
制
作
し
た
、
そ
の
模
本
で
す
。

11	

傅ふ

説せ
つ

図ず
（
模
本
） 

初
公
開

左
下
に
﹁
養
川
十
二
歳
写
﹂
と
あ
り
ま
す
が
、
習
熟
段
階
と
し
て

は
﹁
一
枚
モ
ノ
﹂
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

12	

魚ぎ
ょ

籃ら
ん

観か
ん

音の
ん

図ず
（
模
本
） 

初
公
開

　
画
中
に
﹁
玉
川
十
才
写
之
﹂
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
養
信
は
十
歳
で
、
す
で
に

﹁
一
枚
モ
ノ
﹂
に
進
ん
で
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
裏
面
に
﹁
玉
七
﹂

と
い
う
模
本
の
管
理
番
号
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

裏
面
「
玉
七
」

No.13 第 3紙〜第 9紙

No.13 巻末部分

伝禅月筆「羅漢図」の図様収集過程

（常信模写） （探幽模写）

木挽
町画
所入
門者
は

経験
者が
多い
ので
、

だい
たい
ここ
から
スタ
ート
!

な いち じ はいりょう
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7 6

7 6

　
江
戸
時
代
の
狩
野
派
は
、
そ
の
粉ふ
ん

本ぽ
ん

主し
ゅ

義ぎ

（
模
写
の
転
用
を
重
視
し
た
制
作
態

度
）を
、
し
ば
し
ば
批
判
的
に
評
価
さ
れ
ま
す
。
当
時
、
絵
の
主
た
る
発
注
者
で
あ
っ

た
幕
府
や
大
名
家
は
常
に
前
例
を
重
ん
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
先
の
好
例
に

準
じ
た
絵
を
描
く
こ
と
が
よ
し
と
さ
れ
、
絵
師
自
身
の
独
創
性
を
発
揮
で
き
る
場
は

非
常
に
限
ら
れ
て
い
た
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
新
た
な
主
題
（
新し

ん

図ず

）
に
取
り

組
む
際
に
は
、
模
本
や
写
生
か
ら
集
積
し
た
膨
大
な
絵
画
情
報
を
も
と
に
、
心
血
を

注
い
で
制
作
に
あ
た
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
章
で
は
、
絵
師
た
ち
の
新
図
制
作

の
様
子
と
、
そ
れ
ら
を
支
え
た
記
録
や
ス
ケ
ッ
チ
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

コ
ラ
ム

︱
❹

古
画
を
学
ん
で
描
か
れ
た「
年
中
行
事
図
屛
風
」

　

益ま
す

信の
ぶ

は
探
幽
の
養
子
で
、
駿す
る

河が

台だ
い

狩
野
家
の
始
祖
と
な
っ
た
絵

師
で
す
。
木
挽
町
家
と
は
別
の
狩
野
派
の
画
家
で
す
が
、
模
本
を

手
掛
か
り
に
制
作
し
た
様
子
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
実
例
と
し
て

紹
介
し
ま
す
。

　

益
信
筆
「
年
中
行
事
図
屛
風
」（
№
23
）
は
、
模
本
で
は
な
く
鑑

賞
の
た
め
に
描
か
れ
た
作
品
（
本
画
）
で
、
室
町
時
代
の
「
月
次
祭

礼
図
屛
風
」
を
写
し
た
模
本
（
№
22
）
に
多
く
の
共
通
す
る
図
柄
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
両
方
を
比
較
し
て
見
る
こ
と
で
、
ど

こ
が
古
画
を
利
用
し
た
部
分
か
、
ど
こ
が
新
し
い
図
柄
か
が
わ
か

り
ま
す
。「
月
次
祭
礼
図
屛
風
」
を
写
し
た
部
分
は
、
抑
揚
の
あ
る

曲
線
に
よ
り
、
丸
み
の
あ
る
柔
ら
か
い
表
現
が
な
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
益
信
が
新
し
く
描
い
た
郭か

っ

巨き
ょ

山や
ま

や
見
物
客
の
部
分
は
、
人
物

の
個
性
や
動
き
を
抑
制
し
た
直
線
的
な
筆
さ
ば
き
に
よ
る
、
穏
や

か
な
江
戸
狩
野
様
式
の
描
写
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

古
画
を
模
写
し
て
描
い
た
部
分
と
、
絵
師
自
身
の
画
風
で
描
か

れ
た
部
分
の
作
風
の
違
い
を
、
一
つ
の
作
品
の
中
に
見
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

コ
ラ
ム

︱
❸

「
公
用
日
記
」に
見
る
長
篠
・
長
久
手
合
戦
図
の
新
図
制
作

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
三み

河か
わ

国
設し
た
ら
が楽
原は
ら

で
勃
発
し
た
武た
け

田だ

勝か
つ

頼よ
り

と
織お

田だ

信の
ぶ

長な
が
・
徳
川
家い
え

康や
す

連
合
軍
に
よ
る
「
長な
が

篠し
の

の
戦
い
」

と
、天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）に
尾お

張わ
り

国
小こ

牧ま
き
・
長な
が

久く

手て

を
中
心
に
展
開
し
た
羽は

柴し
ば

秀ひ
で

吉よ
し

と
織
田
信の
ぶ

雄か
つ
・
徳
川
家
康
に
よ
る
「
小
牧
・

長
久
手
の
戦
い
」
は
、
徳
川
家
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
戦
い
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
多
く
の
合
戦
図
が
制
作
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
惟
信
が
受
注
し
た
八
曲
一
双
の
「
長
篠
・
長
久
手
合
戦
図
」
は
十
一
代
将
軍
家い

え

斉な
り

周
辺
か
ら
の
特
別
な
御
用
で
、

「
画え

様よ
う

（
図
像
）」
は
幕
府
関
係
者
と
面
談
の
う
え
、
決
定
し
て
い
た
よ
う
で
す
（『
公こ
う

用よ
う

日に
っ

記き

』
天
保
五
年
二
月
二
十
九
日
条
）。
幕

府
か
ら
古
地
図
や
参
考
図
を
貸
し
与
え
ら
れ
、
万
全
の
態
勢
で
は
じ
ま
っ
た
制
作
で
し
た
が
、
そ
の
進
行
は
難
航
を
き
わ
め
た
よ
う

で
、
子
で
あ
る
榮
信
が
死
去
し
た
際
も
、
右
隻
「
長
篠
合
戦
図
」
は
「
認
め
カ
ケ
」、
す
な
わ
ち
草
案
ま
で
し
か
進
ん
で
お
ら
ず
、
左

隻
「
長
久
手
合
戦
図
」
は
い
ま
だ
「
白
紙
」。
そ
の
後
、
孫
の
養
信
な
ど
も
制
作
を
続
け
た
よ
う
で
す
が
、
完
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
こ
れ
に
関
連
す
る
下
絵
が
№
14
と
№
15
と
考
え
ら
れ
、
い
ず
れ
も
複
数
個
所
の
描
き
直
し
に
、
絵
師
た
ち
の
苦
慮
の
跡

が
見
え
ま
す
。
ほ
か
の
合
戦
図
に
は
見
ら
れ
な
い
、
戦
闘
の
詳
細
な
描
写
や
生
き
生
き
と
し
た
人
物
の
様
子
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
、

木
挽
町
狩
野
家
が
心
血
を
注
い
だ
新
図
の
好
例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
榮
信
や
養
信
が
描
き
た
め
た
ス
ケ
ッ
チ
を
貼
り
こ

ん
だ
も
の
。
主
題
な
ど
で
は
分
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、

多
く
は
制
作
時
期
不
明
で
す
が
、
犬
や
亀
、
草
花
な

ど
日
常
的
に
目
に
映
っ
た
も
の
の
記
録
と
し
て
の
側

面
が
見
て
取
れ
ま
す
。

17	

雑ざ
つ

画が

帖じ
ょ
う 

第
一
帖 

初
公
開

14	

長な
が

篠し
の

合か
っ

戦せ
ん

図ず

屛び
ょ
う

風ぶ

下し
た

絵え

22	

月つ
き

次な
み

祭さ
い

礼れ
い

図ず

屛び
ょ
う

風ぶ
（
模
本
）
23	

年ね
ん

中じ
ゅ
う

行ぎ
ょ
う

事じ

図ず

屛び
ょ
う

風ぶ

15	

長な
が

久く

手て

合か
っ

戦せ
ん

図ず

屛び
ょ
う

風ぶ

下し
た

絵え 

初
公
開

記
録
か
ら
創
造
へ

部分

部分
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19	

公こ
う

用よ
う

扣ひ
か
え 

初
公
開

　
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）

か
ら
文
政
五
年
（
一
八
二

二
）
ま
で
の
木
挽
町
狩
野
家

の
御
用
を
記
し
た
記
録
。
筆

者
は
不
明
で
す
が
、
筆
跡
や

内
容
か
ら
、
典
信
、
惟
信
、

榮
信
ら
歴
代
当
主
が
重
要
事

項
を
書
き
継
い
だ
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

No.1は2/9〜2/28のみ展示。

表
紙

＊本展は、JSPS科研費	JP17H00908の助成を受けたものです。

No. 名称 作者 員数 時代 列品番号

第一章　木挽町狩野家のはじまりと奥絵師の御用
1 四季山水図巻（山水長巻）（模本） 狩野〈栄川〉古信模写

原本：雪舟等楊筆
1巻 江戸時代・享保10年（1725） 

原本：室町時代・文明18年（1486） 
A-2006

2 瀟湘八景図（模本） 狩野常信、狩野〈栄川〉古信模写
原本：玉澗、牧谿筆

1巻 江戸時代・17～18世紀
原本：南宋時代・12世紀　

A-6745

3 有徳院吉宗加筆鷹画草稿 狩野〈栄川〉古信、徳川吉宗筆 1巻 江戸時代・18世紀 A-4712-2

第二章　鑑定と模写
4 唐画手鑑 第二帖 狩野探幽、狩野常信模写 1帖 江戸時代・17世紀 A-6742-2

5 唐画手鑑 第三帖 狩野安信、狩野常信、狩野〈如川〉周信、
狩野〈栄川〉古信模写

1帖 江戸時代・17〜18世紀 A-6742-3

6 駒競行幸絵巻（模本） 下巻 狩野〈晴川院〉養信模写 1巻 江戸時代・文政11年（1828） 
原本：鎌倉時代・14世紀

A-6914-2

7 遊行上人縁起絵巻（模本） 巻第一 狩野〈晴川院〉養信、橋本養邦模写 1巻 江戸時代・天保 2年（1831） 
原本：鎌倉時代・14世紀

A-1652-1

8 羅漢図（模本） 竹澤惟房模写　原本：伝禅月筆 1枚 江戸時代・安永10年（1781） 
原本：元時代・14世紀 

A-5082-2

9 羅漢図（模本） 狩野〈伊川院〉榮信模写　原本：伝禅月筆 1枚 江戸時代・寛政6年（1794） 
原本：元時代・14世紀

A-5082-9

10 羅漢図（模本） 狩野〈晴川院〉養信模写　原本：伝禅月筆 1枚 江戸時代・文政10年（1827） 
原本：元時代・14世紀

A-5082-13

11 傅説図（模本） 狩野〈養川院〉惟信模写　原本：狩野探幽筆 1枚 江戸時代・明和元年（1764） A-3371

12 魚籃観音図（模本） 狩野〈晴川院〉養信模写　原本：狩野探幽筆 1枚 江戸時代・文化 2年（1805） A-3400

13 観音経絵（模本） 朝岡興禎、狩野中信、狩野立信模写 
原本：狩野〈晴川院〉養信筆

1巻 江戸時代・文政12年（1829） 
原本：江戸時代・文政12年（1829）

A-4889

第三章　記録から創造へ
14 長篠合戦図屛風下絵 狩野〈養川院〉惟信、狩野〈伊川院〉榮信筆 8幅 江戸時代・18〜19世紀 A-9270

15 長久手合戦図屛風下絵 8枚 江戸時代・19世紀 A-9272

16 公用日記（文政十一戊子秋） 狩野〈晴川院〉養信筆 1冊 江戸時代・文政11年（1828） QA-3588-18

17 雑画帖 第一帖 狩野〈伊川院〉榮信、狩野〈晴川院〉養信筆 1帖 江戸時代・18〜19世紀 A-6783-1

18 雑画帖 第二帖 狩野〈伊川院〉榮信、狩野〈晴川院〉養信筆 1帖 江戸時代・18～19世紀 A-6783-2

19 公用扣 狩野〈栄川院〉典信、狩野〈養川院〉惟信、
狩野〈伊川院〉榮信筆

1冊 江戸時代・18～19世紀 QA-3589

20 公用日記（天保十二辛丑年秋冬） 狩野〈晴川院〉養信筆 1冊 江戸時 代・天保12年（1841） QA-3588-43

21 能舞台絵（江戸城障壁画下絵のうち）狩野〈勝川院〉雅信筆 1巻 江戸時代・19世紀 A-6746

22 月次祭礼図屛風（模本） 原本：伝土佐光信筆 6幅 江戸時代・19世紀 
原本：室町時代・15世紀

A-2425

23 年中行事図屛風 狩野益信筆 6曲1隻 江戸時代・17世紀 A-12439
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